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１．はじめに 

 海は人類の誕生よりもはるか以前から存在しており、

移動などの障害となる一方、大きな恵みを与えくれる存

在でもあった。人類は海を積極的に利用する努力を継

続し、様々な挑戦、技術開発などを通じてその恵みを享

受してきた。 

 海水には地球上に存在するほとんどの元素が含まれて

いるが、その内訳は、約 96.6%が水で、残りの 3.4%が溶

存塩である。溶存塩の中で最も多いのは塩化ナトリウム

で溶存塩の約 78%を占めている。他には塩化マグネシウ

ム、硫酸マグネシウム、硫酸カルシウム、塩化カリウムの

順に存在し、これらの 5塩で 99.8%を占めている 1）。溶存

塩の中で人類が利用してきたものは、岩塩層、塩湖など

や海水を煮詰めることで得ることのできる塩化ナトリウム

が中心であった。その際、それぞれの時代、供給源、製

法などによって得られる塩化ナトリウムの組成や物性は

異なるが、同じ作用を持つ「塩（しお）」として取り扱われ

てきた。本稿では、海水中の溶存塩の中で塩化ナトリウ

ムを「塩」と標記し、他の溶存塩は化合物名で標記する。 

塩は生命の維持に欠かすことができない物質であり、

太古の人類は鳥獣や魚介から摂取していた。その後、岩

塩や塩湖の利用、土器による煮詰めなどによって塩を意

識して採取、製造するようになり、調味や食料などの保存

に利用してきた。 

一方、19 世紀になると、塩を原料としたソーダ工業が

始まり、塩の需要と供給量が増大した。その後、ソーダ工

業は科学技術の進歩によって発達し、現在では幅広い

産業分野の原料、副原料、反応剤などに使われる化学

薬品を製造することによって日常生活に欠くことのできな

い産業となっている。 

 このほかにも海水および塩は様々な用途に利用されて

きてきた。本稿では、塩を中心とした海水利用の歴史に

ついて紹介する。 

２．海水 

 人類は、海を積極的に利用してきた。その利用の概要

を図１「海水利用の木」に示す 2）。本項では図１の NaCl

（塩）よりも下部について記す。 

 

２.１ 環境への役割 

 海水は生物発生の母体となり、地球環境そのものを形

成してきた。地球表面はその 2/3 が海で覆われ、海水の

もつ潜熱や比熱の大きさなどの特性により地球全体や

地域的気象に大きな影響を与えている。また、地球温暖

化の原因物質の一つとされている CO2 収支の極めて大

きな部分を支配しており、その役割は極めて重要である。 

 

 

 

 

図１ 海水利用の木 



 

２.２ 海運 

 海は人類にとって移動の障害であったが、挑戦者の

存在もあり古くから移動や輸送の手段としても活用され、

人や文化などの交流が行われてきた。このため、探検・

貿易・移民・戦争・漁業・観光など、文明の発展と生活

の基盤を形成する重要な要素となってきた。過去には

移動、輸送の手段として最も効率的な手段であったが、

人類の移動に関しては航空機利用が主流となり、海上

輸送の多くは貨物輸送に変化している。 

 

２.３ 漁業 

 古くは貝塚の遺跡が示すように、貝、海藻、沿岸魚類

の採取漁業が起源とされている。日本では生活の中で

大きな役割を果たしてきており、比較的近年まで海水利

用の中心であった。近年、外洋航海技術、魚類の保存

技術や漁法の進歩により漁獲量が増加した。しかし、漁

獲量の増大は資源枯渇の危惧感を生み、また漁業権に

関する国際的摩擦を増大させ更なる発展は困難となっ

た。現在、日本は養殖漁業に比重を移してきているが、

漁業総生産量は減少を続けている 3）。 

 一方、世界を見渡すと 1950年の生産量 1700万トンが

2020年には 1億 1200万トンに増加している。この中で、

1990 年頃には捕獲漁業の生産量は頭打ちとなり、その

後は養殖漁業の生産量が増加している 4）。 

 

２.４ エネルギー資源 

 海水をエネルギー資源として利用してきた最大のもの

は、電力を主とする冷却水としての利用である。主に、

沿岸部に立地する火力や原子力の発電所において発

生した水蒸気を水に戻す復水器において冷却水として

利用されている。利用後の海水は、取水したときの温度

より水温が上昇して放水され、環境への影響が懸念され

ている。その影響を軽減するため、水温が低い海水を取

水するなどの方法で、放水温度と放水口付近の海水と

の温度差を小さくしている。さらに、一部魚介類の養殖

にも利用されている 5）。 

 一方、図１に示すように発電などの資源となりうるエネ

ルギー源として波浪、温度差、濃度差などの検討が進

められてきたが大規模な実用例はない。 

 

２.５ 海底資源 

 海底資源の利用は、コンクリート原料としての砂の採

取から始まり、1960 年頃から石油、天然ガスなどのエネ

ルギー採掘が活発に行われるようになった。今日では、

中東、ロシア、北米、欧州などで大規模な採掘が行われ

ている。このほかにも有望な資源は数多く存在するが、

採掘法やコストなどの課題が解決されていない。 

 

２.６ 溶存資源 

 海水中には多くの溶存資源が含まれている。溶存資

源の採取についてはその総量の大きさから注目されて

きたが、海水中の濃度は極めて低く工業規模で利用さ

れてきた成分は限られている。その中で最大の利用は

塩であり、古くから食用など様々な用途で利用されてき

た。この他には、比較的濃度が高いマグネシウム、臭素、

カリウムなどが利用されている。 

 

２.７ 淡水 

 海水からの淡水の工業規模の製造は 1944 年に始まり、

世界的な人口増加、産業用、大都市圏での生活用水など

の水需要の増加に対応するため、1970 年頃から大規模な

海水淡水化のプラントが次々と建設され、淡水の製造量が

増加してきた。現在、プラントは中東、北米、アジア、オー

ストラリア、アフリカなど世界中で稼働しており、その生産能

力は、図２に示すように 2023 年には 1 億 2600 万 m3/日と

なっている 6）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 世界の脱塩プラントの生産能力の推移 



 

比較的淡水資源に恵まれた日本国内でも、1968 年か

ら小規模な脱塩プラントが稼働し、大規模なものでは

1996年から沖縄県北谷町で 4万 m3/日、2005年から福岡

で 5万 m3/日の設備が導入され淡水が製造されている 7）。 

淡水を製造する際に溶存塩が濃縮され、これを排出す

る場合環境への負荷が大きいため、濃縮海水から有価物

の回収などが検討されている。 

 

３．塩 

塩は、ヒトを含むすべての動物の栄養や生理的過程に

おいて不可欠なものであり、古くから食品の保存や調味

料として利用されてきた。また、その貴重性から、塩の生

産、通商などが政治、経済、文化などの形成に大きく影

響を与えてきた。一方、19 世紀頃からはソーダ工業の原

料としても利用され、現在では幅広い産業分野の原料、

副原料、反応剤などに使われる化学薬品を製造すること

によって日常生活に欠くことのできない産業となっている。

塩の利用状況の概要を図３「塩の木」に示す 8）。 

 

３．１ 食用 

食用としての塩の使用は人類が肉食から混食あるい

は菜食文化への移行に伴って始まったものと考えられ

ている。農耕は 1 万年以上前から始まり、定住者が家畜

を飼育するようになった。穀物と野菜を中心にして家畜

の肉も食べる食生活の地域では、塩の獲得が不可欠で

あり、塩は象徴的な重要性と経済的な価値を帯びるよう

になった 9）。食用の塩の利用は、その国や地域ごとに、

栽培穀物、飼育動物、採取海産物などの特性に応じて

始まりそれぞれ独自の食文化を形成してきた。本項では、

国内の食用用途の推移について記す。 

国内食品工業用塩消費量の推移を図４に示す 10-12)。

食品工業用塩の消費量は、1955年の 330千トンが右肩

上がりに増加して 1980 年代には 1,000 千トンとなった。

2010年までは約 1,000千トンを維持したが、その後は減

少し 2021 年に 694 千トンとなった。主な分野別消費量

は、図５10-12)に示すとおりであり最近の消費量減少の傾

向が明確に表れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 食品工業用塩消費量の推移 

 

図３ 塩の木 

図５ 主な食品工業用塩分野別消費量の推移 



 

３.２ 一般工業用 

 塩には様々な工業製品の原料、添加剤、製造助剤と

しての用途がある。その消費量は 1955 年に 46 千トンで

あったものが 2005 年に 246 千トンと最大となり 2021 年

には 161 千トンに減少した。主要な用途は、イオン交換

剤、皮革、化学薬品であり、これらの用途において消費

量が 10 千トンを超えている。 

 

３.３ ソーダ工業用 

 19 世紀になると、ヨーロッパで塩を原料としてナトリウム

化合物や塩素化合物などを製造するソーダ工業が始ま

り、技術の進歩に伴って塩の需要が増大した。 

国内では、1881年に官営事業として大蔵省傘下の造

幣寮（後の造幣局）と紙幣寮（後の印刷局）においてソ

ーダ灰、さらし粉の製造から始まった。その後 10 年以内

に民間に払い下げられ、民間事業として時代の要請や

用途拡大、技術の進歩に伴って発展してきた 13）。現在

の国内ソーダ工業の概略図を図６に示す 14）。国内ソー

ダ工業は、塩水を電気分解して苛性ソーダ、塩素、水素

を製造する「電解ソーダ工業」と、同じく塩を原料に炭酸

ガスやアンモニアガスを反応させてソーダ灰を製造する

「ソーダ灰工業」から成立している。ここで製造される化

学製品は、様々な産業分野で直接または間接的に使

用され、生活に欠かせない各種製品を作るために貢献

している。 

ソーダ用塩の消費量は、図７に示すように 1917 年に約

20 千トンであったものが 2021 年には約 6,500 千トンに増

加した 15）。現在、ソーダ工業に用いられている塩のほとん

どは輸入天日塩であり、2021年では塩消費量の 77%を占

めている。 

 

 

 

３.４ その他の用途 

 その他の塩の用途の主なものは融氷雪用、家畜用お

よび医薬用である。 

融氷雪用には、主として塩化カルシウムや塩化マグネ

シウムが利用されてきたが、道路公団が 1972 年から塩

の利用を全面的に開始した 16）。その後、図８に示すよう

に高速道路の延長とともに消費量も増加し、1990 年の

100 千トンが 2021 年には 1,000 千トンとなった 12，17）。 

家畜用は、1960年に 10千トンの消費量が 2000年には

100千トンに増加し、その後は 100千トンを維持している。 

 医薬用は、1960年に 2千トンであったものが、2000年に

は 70千トンとなり、その後も増加し 2021年には 150千トン

となった。 

 

 

 

図６ 国内ソーダ工業の概略図 

図７ ソーダ用塩消費量の推移 

図８ 融氷雪用塩消費量の推移 



 

４．おわりに 

 塩を中心とした海水利用の歴史というテーマで調査を

行ったが、利用という切り口の資料は思いのほか少なく、

最終的に国内の専売制度下の統計資料に頼ったとりまと

めとなった。海水や塩が、人類の営みに当たり前のように

存在し利用されてきたことの証なのかもしれない。 

 今後、食用としての塩の消費量は減少していくものと考

えられるが、その重要性は変わらず、ナトリウムや塩素の

供給源としての新たな用途開発にも期待したい。また、

海水は環境問題への貢献や資源の供給源として大きな

可能性を秘めており、今後の研究にも期待が寄せられる。 

 最後に、海水淡水化について資料を提供していただい

たNPO法人 JDA協会常任顧問 栗原優様、理事 竹内

弘様並びに東レ株式会社に謝意を表する。 
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